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同様に、無罪判決は、 「負けた。 」ではなく、 「真実に迫れなかった。 」である。
九
　
取調べの録音・録画化について
⑴
　
弁護士（会）の対応
　　
可視化に反対の弁護士は、見当たらない。
　
 　
取調べの最初から最後までの可視化を要求しているが、その理由を、 「供述の任意性が担保される。 」としてお
り、このメリットのみが強調され勝ちである。
⑵
　
捜査機関（刑事訴訟法の観点 から見たメリットとデメリット
　
①
　
メリット
63（43‐1‐63）刑事司法の神髄は事実の認定にあり（平成二十九年一月二十日大阪学院大学退職記念講演）（中村）
　　　
自白の任意性の立証が容易である。
　
②
　
デメリット
　　
 　
捜査官は、カメラを意識する余り、腰が引けた取調べになる虞れがある一方で、例えば暴力団など犯罪組織関
係の被疑者は、カメラの背後に親分や監視者の視線を感じて、上層部に及ぶような真相を語れない虞れがある。
　　
 　
これでは実体的真実の発見（真相解明）が困難となり、被害者や遺族だけではなく、国民の支持を得ることは
できない。
　　
 　
このデメリットを克服するには、捜査官側に、任意性に十分配慮しつつ、納得できない不合理・不自然な供述
には、納得できるまで粘り強く取り調べることが求められるが、実務の現場で 任意性の確保と真相の究明は両立しないと捉えられていないか、危惧するところである。
十
　
実践と理論の関係
⑴
　「理論なき実践は暴挙であり、実践なき理論は空虚である。 」について
　　
実践には理論の裏付けが必要である。
　
 　
理論的裏付けのない実践は、処理（起訴・不起訴）の不均衡・不公平を招き一貫性を欠く結果、恣意的な判断と
なりかねず、 「暴挙」となる虞れがある。
⑵
　
理論と実践は、法秩序を支える両輪である。
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実務の現場では、判例や前例のない事案に遭遇した場合、理論的裏付けを求めて学者の著書を読み漁り、拠りど
ころを模索するのが常である。
　
 　
まさに「苦しいときの文献頼み」であるが、このようなときに「理論と実践は法秩序を支える両輪」であること
を実感する。
十一
　
素晴らしい大阪学院大学
　
本校は、教育熱心で優秀な先生方がおられる上に、完璧と言って良いほど学生の支援体制、教育施設が整っている
ばかりか、事務職員皆が親切で礼儀正しく、私の学生時代を想起し比較すると、本校で学べる若者を羨ましく思う。　「本学は、教育と学術の研究を通じ、広く一般社会に貢献し、且つ
 人類の福祉と平和に寄与する
 視野の広い実践的
な人材の育成を目的とする。 」との建学の精神はもとより、奮起を促す学院歌「おお
 日が昇り」も、いつも清潔で落
ち着いたキャンパスも 一一〇万冊以上 蔵書を誇る、静謐で広い図書館も素晴らしく、本校で過ごさせて頂いた日々は、本当に幸せであった。
十二
　
学生に期待すること
　
私も学生時代は、知識欲が旺盛で、何でも学んでやろうという精神を持ち合わせていたように思うが、年齢を重ね
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るに従って能力が低下し、学生諸君と同じような勉強は到底できない。　「少年老
お
い易
やす
く、学
がく
成な
り難
がた
し」 ：若いうちから勉学に励まなければ、直ぐに年月が過ぎて高齢となり、何も学べずに
生涯を終えてしまう。　「目標を持ち、それに向かって全力で頑張る。過去を変えることはできないが、未来を変えることはできる。 」 （高橋尚子特任教授の言葉）のである。　最後に、本校の一層のご発展と総長始め先生方、職員の皆様のご健康、ご活躍、ご発展をお祈り申し上げて、お礼
と感謝のご挨拶とさせて頂きたい。 
合
  掌
　
（本稿は、平成二十九年一月二十日の退職記念講演記録に若干加筆した。 ）
